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バンタンという名のソフトパワー
バンタン少年団はーッ !、拡声器の音だけ
がむなしく響く。彼らを批判するおそらく
は右翼の人たちの声だが、その脇を、若い
女性たちが立ち止まろうともせず何人とな
く通り過ぎていく。向かう先はその当の少
年団の東京ドーム公演。BTS といえば、い
ろいろ物議を醸すことの多い KPOP アイド
ルだが、その時は長崎に投下された原爆の
シーンを描いた Tシャツが問題視されてい
た。日本でのテレビ出演が次々と取りやめ
となり、この影響で紅白出演もなくなって
いる。もちろんそのことを知らない日本の
ファンはいないだろうが、拡声器に耳を傾
ける人はいなかった。今の 20 代 30 代、あ
るいは 40代以上の女性を中心としたファン
にとって、「そうは言っても」なのである。
BTS の動向は、海外デビューの時から大
きく報道されている。その優れた音楽性、
完成度の高いダンスによりビルボードの上
位常連となり、韓国政府から国連大使にも
任命されるほどである。国連本会議場での
特別パフォーマンスと演説、ホワイトハウ
スへの招待という異例の「出演」機会も得
ており、そのことは日本のニュース番組の
中でも芸能コーナーではない一般の出来事
として大きく取り上げられていた。
　ソフトパワー : 今国際関係の中でキー
ワードとして注目される言葉の一つである。
ハードパワーと並んで威力があるとされる

このパワーは、意図的に使えるものでもな
いようだが、中国のようにそれを戦略的に
かつ積極的に自国の利益のために活用して
いる国もある。孔子学院は世界中に拠点を
置き日々中国の文化その他を海外で浸透さ
せる役割を果たしている。実は韓国も韓国
文化院を通じて世界に韓国文化を広めるの
に躍起である。四谷の韓国文化院を訪ねれ
ば予算がふんだんについているのが見て取
れる。こちらでも韓国の伝統文化紹介イベ
ント、韓国語講座と並んで、ほぼ定期的に
KPOP、韓流の催し物をとりおこなって多く
の集客を得ている。国家が後押しする輸出
産業、海外ビジネスなのだ。BTS を例にとっ
たこうしたソフトパワーの動きは国の思惑
を超えて今後さらに世界に浸透していくの
ではないか。
このパワーは、日韓間にかなりの影響を

もたらしているようだ。ニッカン、世界で
最も近い、そして、最も遠い国などと揶揄
されるこの二ヵ国は、ソフトパワーの影響
から無縁でいられるとは思えない。提唱者
ジョセフ・ナイどころか、ソフトパワーと
いう言葉すら聞いたこともない若い世代が
これに影響され、そして、自らもその中で
一分子として作用し、さらに未来に新しい
何かを伝えていく ......。このようなことが今
後続いていくように予感するのは私だけな
のだろうか。
そして、もしかしたら、われわれ旧人類

ソフトパワーは日韓の垣根を越えていくのか
～バンタン、ＮｉｚｉＵ，宮崎アニメ、そして梨泰院クラス～

対　馬　　　宏
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がほぼ会場にそろっているのだ。そのなか
を、栄光をつかんだもののみが次々と名前
を呼ばれていく。そのたびに、落ちたもの
たちとともに抱き合い泣きじゃくり祝いあ
う。おめでとうの声にならない声が選抜さ
れた方、されなかった方からスクリーンを
通して刺すように伝わってくる。まさに、
同志、いや、まるで「戦友」である。そして、
ここぞとばかりにこの過剰とも思える感動
的シーンを何台ものカメラが次々と抜いて
いく。
わかっている。およそ 100 人はいるであ

ろうか、この何ヶ月の間にふるい落とされ
たメンバーたち。この中からもスピンアウ
トして、他のユニットが生まれる。ここで
露出されることはすでにメンバーから外れ
ているものたちにとっても生き残っていく
ための大きなチャンスなのだ。そんなこと
は重々わかっているにもかかわらず、ここ
にいる二人の視聴者は、被写体と完全に同
化して画面に見入っている。
韓国語教室で一緒に韓国語を学んでいる

主婦の一人が自分たちの様子を話してくれ
た。彼女によると娘さんと家族 3人、その
日は未成年メンバーがいることを考慮して
午後 8時からの生放送となっていた。夕食
の片付けも済まし、お茶の間のテレビの前
で並んでこの決定的瞬間に見入った。本人
は第 2次ブーム、ヨンセのオハクタン（語
学堂）に在籍していたこともあるという娘
さんは第 3次からの韓流ファンご参戦との
こと。
なんのことはない。一人ひとり名前が呼

び上げられる、ただそれだけである。その
2-3 時間のために、ご主人を巻き込んで、隣
の国からの電波により家族団らんの時間が
イベント化される。日本ではさほど普及し

はこうした転換点にたたずみ、その過程を
目の当たりにして右往左往しているだけな
のではないか。そう考えてくると、政冷経
熱ならぬ政冷文熱の状態は、それを見てい
る大人たちがここわずか 20 年余りの間に
起こっている現象などに巻き込まれまいと
抗う様とすら思えてくる。歴史認識から始
まる慰安婦、徴用工、そして、おそらくは
これに続くであろう、サハリン棄民、在韓
被爆者の問題 ......。一方で、こうした動きと
は関わりなく年々高まりつつある文化、と
くに大衆文化のいわば相互過消費。さらに
この風景とはかけ離れた政府間での衝突の
有り様は同じ時空を通して起こっている現
象とは私にはどうしても思えないのである。
文化交流、人的交流のパワーはその速度、
規模の大きさを見ても、官製のものではな
いだけに迫力が違う。一瞬のうちに全てを
氷解させその場の空気を変えてしまうのだ。

オーディションは語る
「残酷ですよね。」自宅近くのいきつけ韓
国料理屋で映っていた韓国Mnet の有線。そ
こから流れてくるプロデュース 48 のオー
ディション最終日、アルバイト店員の日本
人女子大生は私の注文もほったらかしにし
て画面に釘付けになりながら語りかけてき
た。昨日の夜の再放送である。
これから最終選考に残った 12人の発表が
始まるのだが、ご丁寧に 11 番目から上に
順々に発表され、最後は 12番、盛り上げる
手法には十分習熟している。もちろん、こ
の最終回だけではない、日本側は AKB より
39 人、韓国側（米中を含む）57 人から回
数を重ねるたびにメンバーがふるい落とさ
れてきた。しかし、最後のシーンは圧巻で
ある。なんといっても今までの落選メンバー
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公開されたときのことを。満を持して、ベ
ネチア映画祭黒獅子賞受賞作をひっさげて
の日本映画初登場だったのたが、劇場内
は閑古鳥だった。そして、その後、宮崎ア
ニメが放映されるとすぐさま劇場が一杯に
なったのである。
どうしたことだろう。反日教育を日々学

び、あるいは、嫌韓メディアに薫陶を受け
た世代ではなかったのか君たちは。それと
もそれらはただの都市伝説だったのか。36
年間にわたる植民地支配のことを双方の練
習生たちが知らないはずはない。それが、
特訓を重ね、日本語そして韓国語の歌詞を
完璧に習得し、このステージに全身全霊を
傾けて、立つ。
戦後半世紀を経て初めて元慰安婦だと名

乗り出た金学順氏の証言が一部で虚偽・妄
言とされていること、ハルピンで前韓国統
監伊藤博文を暗殺した国民的英雄安重根烈
士が菅官房長官によってテロリストと表現
されたこと、日本の皇居に当たる朝鮮半島
の王宮景福宮で、日本の皇后に当たる閔妃
が日本人の手によって暗殺されたこと。こ
うしたことを韓国人の候補者たちの何人か
はどこかで聞いているはずだ。
舞台の袖で出番を待っているとき、彼女

らの頭にこうした歴史認識は、そして、日
韓の対立はどのように去来しているのだろ
うか。もし彼女らからそういう思いを一時
的にでも麻痺させる力が働いたとしたら、
それは一体何なのだろうか。

韓国における日本大衆文化開放とは
私は、日本大衆文化開放の経緯を素早く

頭の中でたどっていった。1998 年に金大中
大統領が訪日し、小渕首相と日韓パートナー
シップ協定を結ぶ。その後韓国国内では、

ているとは思えない海外の有線放送により
である。こうした集団が日本中でいくつも
あるのであろうか。一体この浸透力はなん
なのだろう。
実は、事前に、このシリーズ第一回のオー
プニングを私は見ている。司会者が目覚ま
しで起こされるというベタな振りから、い
きなり、大仕掛けの演出が始まる。いわゆ
る典型的なオーディション番組であるが、
日本とはいささか規模が違う。イベント興
行はすでに国境をまたいだ文化の領域に達
している。この手法が東アジアに広まって
おり、そのことが同地域の文化交流、国際
融和にも一役買うということを題目にして
卒論を書くものもいる。
そのオープニングでもう一つ驚かされた
のが、番組テーマ曲の 2番が始まったとき
であった。日本語なのである。
（あなたは）私のモノ ......。メロディとい
い歌詞といい、ネッコヤ（내꺼야）から始
まるそのお調子のよろしい楽曲の日本語が、
未加工・無修正どころか、生放送で流れて
いるのだ。
知識では知っていた。日本大衆文化開放
なるものが韓国国内で進んできたことを。
しかし、目の当たりにするとその破壊力に
圧倒されざるを得ない。ウィンク、スマイル、
狙い撃ち、私を見てと言わんばかりにあら
ん限りのポーズを日韓両国語で見せつけて
くる。見る人によっては眉を潜めたくなる
ような光景。人生のはかなさを切々と歌い
上げる演歌でもなければ、はるか郷愁を誘
う童謡でも、昭和の懐メロでもない、まし
てや、文科省推薦でもない。ガッチガチの
今風アイドルなのだ。
私は思い出した。この大衆文化開放の先
兵として、たけしの「HANA-BI」が韓国で
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から自国文化の海外進出、いわばグローバ
ル化を標榜していた。この見返りとして自
国文化の開放は当然の成り行きだったのだ。
日本の大衆文化の開放はその象徴的な出来
事ということが出来よう。
私がお世話になっている在日の韓国語の

先生は、初めて日本に来て母国で慣れ親し
んでいた多くのアニメが日本発のものであ
ると知ったときの衝撃を語ってくれた。そ
れまでずっと韓国固有の作品だと思って疑
わなかった。登場人物の名前も台詞も韓国
語として全く違和感がない。が、日本に来
るとそうであったはずの漫画やアニメが日
本語で山のようにあふれている。鉄腕アト
ム、鉄人 28号、マジンガー Z......。日本に来
てから「本物」の存在に気がついたのだ。
お金を払えないから闇で流す、そして払

えるが禁止されているから普通には流せな
いのでやっぱり違法に流す。そうした時代
を経て、しっかり払って版権を買い韓国版
「家政婦のミタ」「のだめカンタービレ」が
合法的にリメイクで韓国の有線に乗っけら
れ放送される。それと同時に日本では韓流
ブームが起こり、2次、3次と続くうちに、
いつの間にか、逆輸入が始まる。そして、
最近では「梨泰院クラス」の日本版リメイ
ク「六本木クラス」が、「リメイク」である
からこそ評判になるくらいである。さらに
このリメイク版が韓国に留まらずアジア各
国へ配信されていく。
某マスメディアグループの BS を中心とし

た韓国ドラマの流し方、そしてその同じグ
ループが同時に反韓・嫌韓と呼ばれる類い
の番組を放送する ......、このいわば多重人格
をどう解釈したらいいのだろう。ある識者
はこれを「やっかみ」と表現していた。そ
して、韓国内の日本に対する関心を「韓国

段階的に日本の大衆文化を開放することに
なるのだが、これが 20 数年前の話である。
それ以前は、日本の歌謡曲は法令でまさに
厳しく制限されてきた。自国文化保護と植
民地時代の影響を考慮してである。むろん、
公共放送では日本語の歌詞は内容を問わず
禁止されていた。日本の保守政治家の中に
はこれを批判する声も上がっていた。韓国
発の日本での文化の浸透と比較して、日本
大衆文化が著しく不当に韓国内で制限され
ているとの主張である。
これが四段階を経て緩和される。徐々に
という表現が使われることが多いが、その
後の日本文化の受容状況まで見ると、あっ
という間と言っても過言ではない。学生に
あなたたちが生まれるちょっと前まで、日
本語の楽曲は全面的に韓国国内で流せな
かったと言うことを伝えるとそんなことが
あるものかと目を丸くしている。
このことについて、卒業論文を書いた学
生もいる。それによるとこの急速な日本大
衆文化の浸透は、何もこの時期に開放され
たから進んだのではないという。すでに、
規制が緩和される以前から、十分、地下で
浸透してきていたというのである。日本の
コンテンツのカセットテープも VTR も市中
でほぼ自由に手に入る。大学の文化祭では
ごく普通に日本映画が流される。BS 放送は
海を越えて事実上の野放しの時代すらあっ
た。
韓国より先んじて日本が欧米文化を取り
入れ、表現の自由を満喫していたという事
情もあるだろう。この開放は、金大中によ
る韓国文化そのものへの対外開放、自由化
だったのだろう。そして規制が外されたこ
とはすでに広まり浸透していた現状を後追
いしただけなのかもしれない。韓国は当時
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ているし、自治体レベルで行われることも
多い。ヘイトスピーチで悪名高き川崎市と
プチョン（富川）市など 177 の日韓姉妹提
携都市交流が起点になっている。こうした
交流はコロナで下火にはなったものの、日
韓関係が最悪と言われた近年は決して減っ
てはいなかった。由緒正しい交流は、新型
のそれとどこが違うのであろうか。交流の
感想などを見るに涙ナミダ、一生モノの体
験となるようだがそれなら新参者も負けて
はいまい。
従来型は公募があり、事業目的には相互

のとりわけ人的交流に資する旨のくだりが
あり、財政から予算が確保される。対して、
新型はビジネス、歴然とした金儲けである。
利益が上がらなければ行われない。人的交
流の結果、相互理解が深まろうが薄まろう
が、知ったことではない。ソフトパワーの
中に権力・権威からの意向や相互理解の意
義で計ろうとするならば、最もランクが低
い部類に入るパワーであろう。踊っている
当人たちにその自覚がないと言うことが何
よりの証左である。

そして未来、私たちの心すべきことは
大学での日韓関連の取り組みも、このよ

うな影響を受けて、変わりつつあるよう
だ。うちのゼミ生でコロナ禍直前に滑り込
みで半期留学を敢行したものもいる。いず
れ、こうした学生たちがソフトパワーの最
前線に躍り出る時代が来るのかもしれない。
卒論のためにハングルで韓国の学生にアン
ケート調査を行っている学生もいる。さら
には、学部では、韓検（TOPIK）6級（最上
級）を取得した学生も出てきている。私た
ちもより質の高い文化交流を促さなくては
いけないだろう。

国内での日本というものの絶対化から相対
化への移行」とも表現していた。どちらも
言い得て妙である。経済で見た場合の日韓
関係の微妙なバランスの変化が大衆文化の
流れにも影響を与えるといわざるを得ない
のだ。
以前は、紅白歌合戦での KPOP を見てみ
ると、流れがわかったらしい。毎年何組の
出場者があるのかが、ちょっとした話題に
なっていた。多いときには 5組も呼ばれて
いたのだ。これが李明博大統領の独島（竹島）
訪問によって大きく変わる。日本国内の世
論の反応の厳しさをも背景として、一時は 1
グループも呼ばれなくなった。その流れに
少し変化を見せたのは、2017 年の TWICE
の登場であり、先に触れたオーディション
から出てきたグループNiziU（니쥬）ニジュ
ウの出演決定である。といっても NiziU の
場合 KPOP の衣をまとった日本人であるこ
とは皮肉とも言える。紅白のこうした動き
をゼミ論・卒論で書いてくれたものもいる。
それによると、紅白での突然の KPOP グルー
プ消滅は、必ずしも韓流ブームの低調を意
味するものではなかったという。その間も
韓国人グループの 5大ドーム日本ツアー動
員客数に目立った変化はなかったらしい。
大衆文化として確実に浸透し動き出した
流れはそうそう簡単には止められないのだ
ろうか。この先、例えば 10年後を見たとき
にこうした様子はどう世間を動かしていく
のであろうか。
例えば、これらを新型のソフトパワーと
し、従来型のソフトパワーと対比させてみ
よう。日韓間には多くの人的交流が行われ
ている。数日間合宿をして共通テーマでグ
ループワークをするといったことも行われ
ている。高校間での短・長期留学も行われ
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らず、しかし、ホンマもんの文化交流、人
的交流を自ら進んで目指そうとするやっか
いな人材の登場である。教壇に立つ側も心
しておくべきであろう。

（グローバル・コミュニケーション学部）

ソウルのどこへ行った、何を見てきたと
いう観光旅行まがいの体験を学生たちは求
めているわけではない。というよりそうい
うことはすでに中高で済ませているものが
来ているのである。単なる KPOP、韓流に飽
き足らず、かといって、ソフトパワーも知

追記：
本文中でも触れました “梨泰院 ” にて大変痛ましい事故が起こりました。
謹んで犠牲者の方々のご冥福をお祈りいたします。
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東アフリカのウガンダは、武力紛争を起
因とする人道危機から逃れた数多くの難民
を受け入れている。特に隣国の南スーダン
やコンゴ民主共和国から逃れてきた難民に
は、ジェンダーに基づく暴力（Gender-based 
violence: GBV）を受けた人々が少なくない。
難民となり逃れてきた後も、難民居住地の内
外で、ジェンダーに基づく暴力による被害を
受けることもあり、コロナ禍でその数は増加
しているともいわれている。このような現状
に鑑み、紛争影響下社会でジェンダーに基づ
く暴力に傷ついた人々への支援とは何か、ど
のような支援が必要なのかを考え、具体的な
支援内容と課題を理解するための公開ウェビ
ナーを開催した。同時通訳を準備し、国内外
への広報活動を行った結果、日本だけではな
くアフリカやアメリカから77名の参加者を
得た。紛争影響下の GBVについての知見を
広め、支援への理解を得るため、各報告及び
質疑応答を報告する。なお、本ウェビナーは、
文部科学省科学研究費基盤研究（c）「人道危
機をめぐるグローバル・ポリシーの比較研究」
（代表者川口智恵） 18KT0057と特定非営利
活動法人ピースウィンズ・ジャパン（Peace 
Winds Japan: PWJ）の共催にて実施した。

登壇者は、以下の通りである。
・ �冒頭挨拶：石川雅恵（UN Women 国連女

性機関　日本事務所長）
・ �司会：池田丈佑（富山大学　准教授）

・ �プレゼンター：川口智恵（東洋学園大学 
専任講師）、Chris Dolan（Refugee Law 
Project Director）、山本めぐみ（PWJ　ウ
ガンダ事業　事業責任者）

・ �ディスカッサント：上野友也（岐阜大学 
准教授）、ゴメス・オスカル（立命館アジ
ア太平洋大学　准教授）

冒頭あいさつ
石川氏による冒頭あいさつでは、UN　
Women は SDGs の 5番「ジェンダー平等の
実現」と女性と女児のエンパワーメントのた
めに取り組む国連機関であり、平和・安全
保障分野や人道危機発生時の人道支援プロ
セスへの女性の参画の取り組むとの紹介が
あった。「LEAP（Leadership, Empowerment, 
Access, Protection）」と呼ばれる危機対応下
の女性のリーダーシップ、エンパワーメン
ト、アクセス及び保護に関するイニシアティ
ブと、ジェンダー不平等の危険性に取り組む
イニシアティブがある。LEAP 事業は、日本
政府や PWJとも協力している。例えば、難
民キャンプにおける女性のリーダーシップ、
エンパワーメント、生計向上、保護を促進す
る事業や、女性エンパワーメントセンターの
設立、暴力からの保護、カウンセリング、職
業訓練等のサービスを実施してきた。職業訓
練の一環として、生理用ナプキンの生産、芸
術・工芸品を収入にするための活動、自動車
の修理・メンテナンス訓練を行い、政府関係

公開ウェビナー報告
「紛争で傷ついた人々に対するジェンダー支援とは何か？
―ウガンダの難民支援から考えるー」 川　口　智　恵
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徴は、国民と難民の双方を対象とした支援を
様々なアクターと協力して行っている点であ
る。
コロナ禍により、GBV被害が悪化している。
現状の課題は、警察など暴力を取り締まる組
織の不足、トラウマに対応するための精神衛
生・心理社会的支援の不足、安全なシェルター
の不足、保護施設の不足、事件報告の遅延、
GBV 介入を困難にする文化的信念、コロナ
禍による経済状況の悪化などが挙げられる。
難民居住地と受け入れコミュニティの双方が
ジェンダー規範を普及し、より効果的なGBV
予防と保護に取り組むため、洗練された包括
的アプローチが必要である。

プレゼンテーション ２
Chris Dolan　(Refugee Law Project 

Director)：What is ‘gender’ assistance for 
people affected by conflict? - Leadership, 
Empowerment, Access & Protection for 
refugee women in Uganda: Successes and 
Gaps
RLP は、マケレレ大学に 1999 年に設立

されたコミュニティ・アウトリーチ・イニシ
アチブであり、ウガンダ国内に12のオフィ
スと 210 のスタッフを持つ。RLP は、ウガ
ンダの南スーダン難民居住区およびホストコ
ミュニティ（アジュマニとユンベ）で、UN 
Women の支援の下、LEAP 事業を 4年間に
わたり実施してきた。女児に対する教育への
関心の低さ、難民生活における男性優位の構
造の継続から、多くの南スーダン女性難民の
エンパワーメントが妨げられている。RLPは、
難民居住地の運営組織への女性の参画を促
進する活動、難民男女に対して基礎英語や計
算を教えるコースの開設、女性が暴力から身
を守るための難民女性グループによる支援活

者からも評価を受けている。このウェビナー
が、持続可能な社会を作るために、ジェンダー
平等と女子のエンパーワ―メントに関してで
きることを考える機会となることを願ってい
る。

プレゼンテーション 1
川口智恵（東洋学園大学　専任講師）：「紛

争で傷ついた人々に対するジェンダー支援の
現状と課題―ウガンダの難民支援を事例とし
て―」
GBV は最も一般的な人権侵害の一つであ

る。2003 年国連難民高等弁務官事務所によ
るとGBVとはジェンダーもしくは性別に基
づき人に向けられる暴力であり、身体的、精
神的、性的苦痛を与える、強制する、その
他の自由の剥奪を含むような暴力である。女
性、男性、男児、女児、全ての人々が犠牲者
になりうる。紛争が生じると人々の脆弱性は
高まる。コミュニティ、家族、パートナーや
友人との間で GBVのリスクが高くなること
もある。GBVが戦争の手段として使われるこ
ともある。新型コロナウィルスが猛威を振る
う中、影のパンデミックとしてGBVが広がっ
たともいわれている。難民は、避難過程、一
時避難先、帰還後など様々な段階において脆
弱性の高い状態におかれる。難民は、各段階
で GBV 被害の可能性が高くなる特別配慮が
必要な対象である。
アフリカ最大の難民受け入れ国であるウガ

ンダは、世界一寛容な難民受け入れ政策を
持っている。受け入れている難民の約 60％
は、隣国南スーダンから逃れた人々である。
ウガンダは、難民に関するグローバル・コン
パクトや国際援助を国内開発計画に取り入
れ、国内政策化することで寛容政策を実施し
ている。ウガンダの難民受け入れ政策の特
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る。女性支援センターは女性が気軽に訪問で
きる場所であり、GBV被害の早期発見により、
迅速に支援に繋げることができる。
女性のリーダーシップやエンパワーメン

ト、保護へのアクセス支援として、①ブロッ
ク詰み・セメント施工技術コースや電気設備
技術コース、修了者へのスタートアップキッ
ト提供、情報通信技術基礎研修などの、生活
能力トレーニングの実施、②ゴミ捨て場設置
や道路の整備といった現金収入機会提供、③
ジェンダー平等促進研修を行なっている。
さらに、トイレ環境・月経衛生管理も行っ
ている。「学校のトイレ環境」の課題としては、
質、数、安全性、衛生面、手洗い環境といっ
たものが挙げられる。こういった課題への支
援として、PWJ では安全なトイレや手洗い
場の設置、月経衛生管理も行なっている。月
経衛生管理では更衣室の設置、月経衛生管理
キットの配布、焼却炉の設置などを行なって
いる。
PWJ は、今後もジェンダーに関する知識

や必要な設備の提供など環境整備を行いなが
ら女性の収入、知識の向上、女性の能力を伸
ばしていくような支援を行なっていく予定で
ある。

質疑応答
質疑応答セッションでは、ディスカッサン

トから、ジェンダー平等を実現することを妨
害する要因の具体的な例はどのようなもの
があるか、戦争手段としての GBVと通常の
GBVとは何が違うのか、PWJ の学校のトイ
レ環境整備支援や女性の教育について阻害要
因などについて質問があった。PWJ の山元
氏からは、ジェンダー平等を実現することを
妨害する要因の一つ目は、偏見や固定思考が
ジェンダー平等に至る新たな考え方に結び付

動の組織化、マルチメディアなどを使ったコ
ミュニケーション技術訓練、ジェンダー平等
や女性の権利に関する啓発活動などを行って
きた。これらの女性のエンパワーメントを促
進する活動が一定の効果を上げる一方で、複
雑なジェンダー文脈が覆い隠されてしまうと
いうジレンマも存在する。人道危機下では男
性も被害の対象となり得る。紛争影響下の人
道支援におけるジェンダー平等とジェンダー
支援について考える時、男性の脆弱性も考
慮に入れる必要があるのではないかと指摘し
た。

プレゼンテーション ３
山元めぐみ（PWJ　ウガンダ事業　事業責

任者） 「ウガンダ難民居住地区におけるジェ
ンダー支援」　
ＰＷＪは、ウガンダの難民居住区において
ジェンダー支援を行っている。PWJは 2016
年 12月からウガンダでの活動を実施、主に
インヴェピ難民居住地区やチャカⅡ難民居住
地区で事業を行なっている。ウガンダでは難
民キャンプでなく難民居住地区という難民と
地元のホストコミュニティの人々が近い距離
で生活している。そのため学校や病院などの
公共施設を利用することが出来ることが紹介
された。
難民及びホストコミュニティ女性の保護支
援として、①女性支援センターの建設及び運
営体制構築、マネージメント研修、カウンセ
リング研修、②女性用福祉相談窓口の設置運
営、各村の女性達とのミーティング実習、相
談員の育成、女性用福祉相談実施、③ジェン
ダーに基づく暴力の啓発活動、SGBVトレー
ニングやワークショップの実施、④生活能力
トレーニングの実施、対象村の参加を希望
する女性達の選定といった支援を行なってい
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もあった。ウガンダの難民居住地での具体的
なジェンダー支援や日本発の支援の存在につ
いて理解を促進する一助となったと考える。
今年度から、東洋学園大学特別研究費とし

て「紛争影響下の人々とジェンダー：援助ド
ナーと現地の人々の相互作用の視点から」と
題した研究を行っている。国内外の有識者や
実務家と意見交換を行いながら、紛争影響社
会におけるジェンダーに基づく暴力やその予
防・対処にかかわる支援について研究を継続
し、研究および教育の場を通じて、紛争影響
下社会におけるジェンダーに基づく暴力の理
解促進に努めていく。 

（グローバル・コミュニケーション学部）

きにくいこと、GBVは問題がある行動だとい
うことを知らなかったり、GBVをめぐる状況
を変えたり被害から回復する自分の能力に気
づいていないことがあるとの回答があった。
また川口から、戦争手段としての GBVは限
定的で公的な戦略的意図を持ったものであ
り、特定の集団への虐殺や性暴力が挙げられ
る。逆に、プライベートなものだと、家庭内
暴力や親密なパートナー間の暴力などがある
との回答があった。 

国際連合安全保障理事会決議 1325（女
性、平和、安全保障 /Women, Peace, and 
Security: WPS）が 2000 年に採択されたこ
とに伴い、日本政府や日本の国際協力NGO
による紛争影響社会の人々に対するジェン
ダー支援意識が高まっている。これに伴い、
今回紹介したような LEAPのような形で、日
本政府、NGO、国連機関などが協力しながら
支援の実践を積み重ねている。一方で、日本
社会におけるジェンダー支援についての認識
は、他の支援領域と比べるとそれほど高くは
ない。今回の公開ウェビナーには、研究者や
実務家だけでなく、大学生や一般からの参加

※広報用英文ポスター。
上記写真はピースウィンズ・ジャパンの提供。
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Ⅰ. 学生との別れ
流山キャンパスの話を書くのは、既に旧
千葉キャンパスを知らない新しい教員や学
生が増えている現在、無駄なことかもしれ
ない。ほんのたわごととお許し願いたい。
教員をしていて、残念なのは優秀な学生
を失うことである。二期生の T君、多くの
学生に人気があったが、卒業間近にオート
バイ事故で亡くなった。当時の副学長、宇
田正長先生のご英断で、学籍簿上は欠番が
出るが、T君のご家族が代わりに卒業証書を
受け取ることは可能とおっしゃり、T君は同
期の学生達と一緒に卒業することができた。
のちに、第 2代学生部長の宮地治先生が
亡くなられた時、旧 6102 教室で卒業生有
志による追悼会が開かれ、T君のお母様も出
席された。卒業後も二期生の人達は T君の
ご家族と折に触れ連絡を取り合っている様
である。
同じくオートバイ事故で他界した K 君
の場合、卒業まで 1 年以上あったので卒
業というわけにはいかなかった。ユダヤ系
文学の研究者、北川典子先生のご協力もあ
り、旧学生会館近くに記念樹を植えること
となった。学生達にどんな木が良いのか尋
ねると、実のなる木が良いという。放課後、
クラブ活動の後、お腹のすいた後輩たちが
その実を食べてくれることを期待し、りん
ごの苗木 4本と、姫りんごの木、1本を植
えた。K君の友人たちが寄付を出し合った。

残念ながら、流山キャンパス閉鎖の際、
この 5本の木を本郷キャンパスに移植する
ことはできなかった。しかし、新たな学校
法人に売却されるということで、そこで学
ぶ若者たちが、りんごや姫りんごを味わっ
てくれればよいのではないかと考えている。
Y君はインフルエンザで寝ていた。タミ

フルを処方されていたかどうかはわからな
い。お母さんにコンビニに行ってくると言っ
て家を出て、隣のマンションから飛び降り
た。実は、Y君にはつきあっていた女性が
いて、私の指導する学生だった。（当時は担
任制。）ちょうど 7月の期末テストの最中で、
Y君からメールがあったらしいが、翌日の
試験のため、早くに寝てしまい、そのメー
ルに気づかなかったという。もし、メール
に気づいていればと、自分を責めてしまい、
それでも残りの期末試験も全教科受けたも
のの、それまで良好な成績を維持してきた
学生とは思えない結果となった。9月からの
授業も休みがちとなり、英語の教職課程を
目指していたが、絶望的となった。
翌年の春、Ｙ君の記念の樹を植えようと

その学生に提案し、故郷のＳ県から桜の苗
木を 1本持ってきた。施設部の方に相談し、
2号館（旧短大の建物）近くの中庭の大きな
桜の木の前に植えさせてもらった。「Ｙちゃ
んの木」とその学生と私は呼んでいた。桜
を植えた学生は、Ｓ県で準公務員の仕事に
就いた。後追いをするのではと、卒業する

流山の桜とりんご

佐　藤　　　泉
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S 君は告別式を誰に知らせるかも含め、お
父様に書き残していたそうである。いろい
ろ本当に深く考えている学生だった。将来
は IT 関係の企業への就職を目指してはどう
かと話をしていた。
これより少し前、もう一つの別れを経験

している。留学生の Xさんが、留学ビザの
更新ができないと入管から言われ、やむな
く故国に帰ることとなった。Xさんの場合、
東洋学園大学に入学後は順調に出席してい
た。日本語のハンディがあり、そこまで成
績が良好だったわけではないが、入管が危
惧するようなアルバイトに明け暮れ、大学
に来ない学生ではなかった。しかし、本学
入学前の日本語学校時代の出席率が悪かっ
たことから、ビザの更新はできないという
判断だった。入学前のことに遡っての判断
というのがどうにも腑に落ちなかった。
帰国後、少しでも日本語を使うような仕

事に就いていてくれれば、日本語学校から
四年制大学数年間の経験が生きることにな
るのだが。

Ⅱ. 留学生と日本人学生
留学生の多くにとっては、日本語のハン

ディよりも、いつまで経っても日本人の友
人ができないことが悩みの様である。宮崎
アニメで育ち、日本文化が大好きで留学先
に日本を選んだにもかかわらず、なかなか
友人ができない。同じ国から来た留学生同
士で仲良くなることはあっても、教養基礎
演習のクラスで日本人学生と一緒になって
もなぜか休み時間になると日本人学生は日
本人学生のグループで行動し、中に入れて
もらえないことが多いという。この『研究
室だより』を読んだ学生達が「ああ、そう
なのか。」と気づいてくれたらと思う。

まではらはらしていた。例の携帯はＹ君の
声が入っているので、ずっと変えられずに
いると言っていた。
コロナ禍、2020 年、2021 年に入学した
学生達は、思い描いたような学生生活がで
きず、今年度卒業を迎える。2021 年に編入
したＳ君は、悩み事がありますか、とオン
ラインで聞くと、「淋しい」と答えていた。
最初、オリエンテーションと数回の専門応
用演習（3年ゼミ）のあと、急遽オンライン
となり、ほとんど人と会わなかった。アル
バイトはしていたようだが、短大から編入
し、これから友人を作り、大学生活を満喫
するはずが、全く予想とは異なる東洋学園
大生活となってしまった。高校時代にはバ
ンド活動もしていたが、当時、クラブ・サー
クル活動はほぼ全面禁止されていた。9月、
ようやく若干の活動再開が認められ、軽音
楽のサークルでドラムを叩き始めた矢先、
お父様から学生支援課にご連絡があり、S君
の他界を知らされた。
国民の祝日だが授業がある日だった。編
入生の S君は知らなかったのだろうか。あ
の時、前日に「明日は大学がありますよ。
いつも通り〇〇〇〇教室に来て下さいね。」
と連絡していれば、S君は亡くならずにすん
だのだろうか。サークル活動も始まり、少
し新しい友人ができて、もう安心と思って
しまったのがうかつだった。「回復傾向にあ
る時が一番危ないと言うでしょう。」とある
ベテランの教員に言われ、しまったと思っ
た。気丈なお父様は他の学生達への影響を
心配され、息子さんの S君が亡くなったこ
とは知らせても構わないが、どのように亡
くなったかは知らせないでほしいと言われ
ている。（この『研究室だより』を読み、初
めて知る同級生もいるかもしれない。）
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も仲良くなってほしい。
かつて家電量販店で万引きをしてつかま

り、ビザ取り消しになった留学生がいた。
この学生はこの事件より前、授業で一緒に
なった複数人の日本人学生に食事をおごっ
ていたという。そうでもしないと日本人の
知り合いが作れなかったのか。自分は親が
金持ちだからと言っていたそうだが、その
孤独を垣間見る思いである。
本学にも若干名のイスラームの学生がい

る。日に 5回のお祈りをどこでやっている
のか。かつて勤務した大学の外国人留学生
センターには２階に出入り自由の集会室が
あったし、大学の中央図書館内に小さい個
室があり、絨毯があったのでお祈りができ
た。手足を洗う所も含め、今後、そういっ
た設備が用意されたなら、より開かれた多
様性に配慮した大学となることであろう。

Ⅲ. 教員との別れ
まだ流山 5号館で授業をやっていた際、

廊下の反対側の教室でO先生が倒れられた。
廊下の外が騒がしかったが、私は気にせず
授業を続けた。後で、救急車で運ばれ、お
亡くなりになったと伺った。授業終了後、
教室には O先生の革靴だけが教壇の上にき
ちんとそろえて置かれていた。
O先生は地球環境学を教えられ、1期生の

有志と地球環境クラブを創設された。文科
系でも環境問題を学ぶことができると示さ
れた。国際学会の動向など学生達に熱心に
話された様である。地球環境クラブではオ
ゾン層の破壊と紫外線の問題などを研究し
ていた様である。
月に 1回定期健診に行かれ、わざわざマ

イボトルの減塩醤油をお使いになり、学生
が騒いでも怒らず、こころ穏やかに過ごさ

留学生の人達がどんなことで困るか本学
に学ぶ日本人学生に聞いてみると、以下の
ような答えが多かった。時間割やシラバス
が出身国の言葉で書いてあれば、母語での
授業があれば、教材にふりがながふってあ
れば、等々、それはそうである。しかし、もっ
と大きな悩みはいつになっても友人ができ
ないことなのである。
一緒に声をかけて、お昼を食べてほしい。
見かけたら声をかけてたわいもない話をし
てほしい。放課後冗談を言ったり、好きな
音楽の話をしたり。LINE のグループに招待
してほしい。
ある女子学生がいつも同じ場所で出身民
族の言語の雑誌を読んでいた。とても日本
語が上手で英語もできた。授業が終わると
かつては教務課にワイヤレスのマイクを返
しに行かないといけなかったか何かでいつ
も同じルートを通るので、彼女とほぼ毎週
立ち話をすることとなった。
ある時、うれしそうに、「先生、友達がで
きました。」と報告してくれた。それまでほ
ぼ 1年間、一人で休み時間を過ごしてきた
ことを知っていたので、私も嬉しかった。
お金のためではなく、日本語の練習のた
め、コンビニでアルバイトをしているとか
つて言った留学生がいた。そうしないと、
日本人と話をしないからと。そう言わせて
しまう、日本人社会の閉鎖性が問題である。
近年、留学生のための奨学金があっても
応募する人が少ない。出身国の GDP が日本
より上の国の場合、留学生はそこまで生活
費や学費に困っていない。生活に追われる
苦学生のイメージが日本人の間で大きいよ
うに思われるが、もうかなり前に立場は逆
転しているのではなかろうか。アルバイト
をしている人は、アルバイト先の留学生と
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教えている学生がどんなことを発言したり、
レポートを書いたか、お話させて頂いた。
出席率以外にも何か、その学生が成長して
いることをお伝えしようとこちらもリスト
を用意して臨んだ。各高校に進路指導の名
物先生がいらして、毎回のように来校して
下さった。学生達に〇〇先生に会ったと翌
週伝えると、喜んでくれた。名物先生は学
生達にとっても忘れがたい存在だったよう
だ。
高校訪問や出前授業にいらしている教員

や職員の方々にはこの場を借りて御礼を申
し上げたい。家庭訪問ではないが、その高
校まで歩いて行くことで、ああ、あの学生
はきっとこの自転車置き場に自転車を置い
て、毎日通っていたのだな。そうか、この
高校はこんな商店街の近くにあるのか。と
いった生活実態を知ることになる。
ある高校の進路指導部の先生で、英語科

の方が毎年お年賀状を下さった。英語を生
かした受験や留学をめざすプログラムに生
徒の方を送り出して下さり、本当に有難く
存じている。進路指導部を離れるにあたり、
次の先生に引き継がれた様で、今でも暑中
見舞いと賀状が届く。
無駄な様でも無駄ではないこともある。

課題を毎回きちんとやり、自分の意見を文
章化でき、始業ベルより前に教室にいる学
生がどこの高校の出身なのか。時々入学前
について調べてみることがある。高校名を
見て、納得する。

Ⅴ. 個性豊かな学生たち
多様性にはさまざまな意味合いが含ま

れる。障がいの有無や種類、程度、それ
ぞれ対応のし方も対応の必要性も異なる。
LGBTQA+…　それぞれ人により異なる。カ

れていた方が心臓発作で亡くなられた。ど
うか教員の皆様、くれぐれも健康にはご留
意され、ストレスをお溜めになられませぬ
よう。
4年生諸君はこれから社会人になるので、
自分に生命保険をかけ、入院しても生活が
成り立つようにすること。健康診断は逃げ
ないこと。定期的にジムに行くなり、職場
と家との往復以外の場所を持つこと。
イタリアから帰国したばかりの横山和子
先生※と私は、当時副学長の宇田正長先生に
採用して頂いた。宇田先生も医者の不養生
の生活であったことは、もっとお親しい方
からお話頂くとして、学生委員会の慰労会
（当時、教員と職員が参加）でにこにこして
いらっしゃったお顔を今でも覚えている。
困ってもあまり困った顔をされたことがな
かった。「癌の温存療法」と言われたのは言
い得て妙。温存して頂いたからか、英米地
域研究科は無くなったが、お蔭で最後まで
務めることとなった。
日本学術振興会の長期派遣でイスラエル
のヘブライ大学に客員研究員で行くことに
なった際、研究休職の順番ではなかったの
で、給与はいらないので行かせてほしいと
お願いすると、何割かの給与を支払うので
籍を残して行ってほしい。終わったら戻っ
てくるようにとおっしゃられた。
宇田先生、御本人ももう少し長く現職に
留まりたかったであろうと推察する。その
他にも勤務中、また退職後、他界された先
生方がいらっしゃる。ご冥福をお祈りする。

Ⅳ. 高校の先生方
以前は、高校教員との懇談会という立食
式の顔合わせの会があった。主に指定校の
学生を送り出して下さった先生方に自分が
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だけで不登校になると決めつけてはいけな
い。厳しい親や、運動系のクラブの厳しさ、
厳しい校風…。成績は優秀だったが就職は
せず、おじさんの小さな会社で手伝いをし
ているという。仕事を休みたくなる時に、
理解してくれる存在がいることが重要だっ
たのだろう。
民族的アイデンティティについて長く教

えた。アフリカ系アメリカ人や、日系人や
アメリカ先住民の人々がいて、日本にも在
日韓国・朝鮮籍住民、在日華人、日系ブラ
ジル人、中国残留孤児の二世、母親がボス
ニア・ヘルツェゴヴィナの出身者、フィリ
ピンの出身者、フィンランドの出身者等々
いて、学生達のルーツも様々である。
Yさん、それまでいわゆる「通名（つうめ

い）」という日本人名で学生登録していたが、
3年生で本名宣言をし、苗字はそのままだが
名前をハングルの読み方に代えてもらった。
学生課（当時）への改名届の理由は「民

族的アイデンティティのため。」である。ち
なみにＹさんは成績優秀で卒業式では答辞
を読んだ。しばらく社会人として働いた後、
アメリカに留学し、アマースト大学で異文
化間カウンセリングを学び、今は、Ｉ県で
学校カウンセラーとして働いている。

日系ブラジル人の学生達は私の知る限り、
真面目だった。英語の小テストで解答の字
が日本人のどのクラスメートよりもていね
いだった。英語の早口言葉の練習をした後、
ポルトガル語の早口言葉を読んでほしいと
頼むと、喜んで読んでくれた。
新聞配達をしながら四年間通った学生。

（その後、カナダに留学。）弟がまだ中学生で、
学校からのお知らせの紙を読めるのが自分
だけなのでと週末に群馬に帰っていた学生。

ミングアウトを望む人もいれば、望まない
人もいる。ごく親しい人にだけ語った人も
いる。民族的背景、宗教的背景についても
同じことが言える。
輸血を望まない宗教だと学生が教えてく
れた際には、保健室の先生にだけは知らせ
た。体育が必修の頃だったので、もし大き
なけがをした場合には、必要な情報かもし
れないと判断したからだ。無事、4年間で卒
業した。
心臓病の学生には、万が一の場合にそな
え、主治医の先生のお名前と病院名を教え
てもらった。いよいよの場合には、救急車
を呼ぶ際、その旨、伝えるつもりだった。
この学生も何事もなく、卒業していった。
答案用紙にカミングアウトをした学生は、
その後、話しにくることもなければ、継続
して別の科目の授業を取るということもな
かった。私から連絡を取ることを望んでい
たのだろうか。そもそも、あれはカミング
アウトだったのだろうか。いわゆる性的マ
イノリティの 1 人であることを解答の中
で述べてはいるが、趣旨は、同じ性的マイ
ノリティの中でも異なるカテゴリーの人々
と理解し合うことが難しいと述べただけで
あって、それでどうにかしてほしいという
ことではなかったと思われる。言わないだ
けで、我々のごく身近にさまざまなカテゴ
リーの人々がいる。
ゼミで 1人の学生がほぼ毎回遅刻してき
た。その学生が来るまでの間、雑談をする
ことが多かった。ある学生とよく話すこと
になった。その学生が最初の高校でクラブ
活動が辛かった話や転校の経緯を聞いた。
親には話していない模様。うつや不登校に
はさまざまな要因がある。いわゆるアルファ
ベットのあるカテゴリーであっても、それ
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ている卒業生もいる。

Ⅵ. オンラインと対面
2019 年 12 月頃には発生したらしい新型

コロナウイルスは私たちの生活を一変させ
た。機械、特にコンピューター操作に疎い
私は 2020 年 5 月から始まったオンライン
授業で悪銭苦闘した。パワーポイントに声
を吹き込むことも知らなかったし、S先生や
M先生の助けがなければ、「エクスポ―ト」
が何を意味するかも知らなかった。
公開講座をオンラインでやるようになっ

て卒業生の人たち、特に、遠方に住んでい
る人達が参加できるようになり、とても有
難く思っている。再試験があると知らず、
イギリスに卒業旅行に行ってしまい、卒論
指導をされた T先生に国際電話で呼び戻さ
れ、どうにか間に合った人は、今、公開講
座の常連の 1人になってくれている。
学園祭が流山キャンパスから本郷に移り、

気軽に停められる駐車場がないと、子連れ
の卒業生は参加しづらいことを知った。オ
ンラインには到底対面のにぎやかさや模擬
店の呼び込みの活気はないが、地方在住者
や子育て真っ最中で気軽に都心には出られ
ない人々にとって、大学の様子を知る一助
になっているらしい。
コロナ禍、ご家族に高齢者や免疫力の少

ない方がいて、対面授業の出席を希望しな
い学生がいたことで、オンラインと対面の
両方の授業の同時並行（ハイブリッド方式）
というのもやらざるを得なくなった。オン
ラインの人と、教室にいる学生達をつない
でのやりとりはとても難しかった。しかし、
画面の向こう側で孤独に耐え、一人でスマ
ホやパソコンに向かっている学生のことを
考えると、少しでも双方向の感覚を味わっ

将来、ブラジルに帰りたいからと、日本で
の就職をどうするか悩んでいた。
小中高とずっと地元の公立学校で他のク
ラスメートと学んできたので何も不自由し
ないと語っていた学生は、おそらく努力家
なのだろう。どの科目でも評価が高かった。
学生の個性は障がいの有無や程度、出身
背景だけではない。成績が常に GPA で 4.2
以上で、最後は小数点２けたの差で優秀賞
を逃した学生は、高校の頃、お笑いの道を
考えていた。家族に反対され、大学に進学
したが、やはりどうしても吉本の NSC（吉
本総合芸能学院）を受けたいと進路を決め
た。学生の父親からは、なぜ子どもが就職
活動をしないのかと心配されてお手紙を頂
いた。既に本人の決心を知っていたが、就
職課（当時）はまだ間に合う様々な就職活
動の講座やイベントを知らせているとお答
えした。
高校時代の相方とは別の道を選んですで
に解散しているが、NSC に入ってから多く
の芸人の場合、相方を見つけてプロを目指
すそうで、学生も今は 1人でネタ帳に書き
ためているという。お笑いを生み出そうと
する人達は頭のいい人達なのだろうと思う。
さっさと NSC の入学金と授業料を作るため
1年間だけ働くと、携帯の販売会社への就
職を決めた。その後、デビューできたのか、
まだ携帯の販売を続けているのか、何も知
らない。
音楽活動を続け、科目登録はしてもほと
んど授業に出てこなかった学生。7年目によ
うやく全国ツアーができることになったの
でと退学して行った。柏の駅前で歌ってい
た学生は親の許可が取れたからとピザのメ
イキングのアルバイトを続けながら音楽活
動をする生活を選んだ。他にも、池袋で歌っ
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清掃担当の方々、青天の霹靂の年 3回の手
術をカバーして下さった教員の皆様、至ら
ない授業でも聞いてくれた現役及び卒業生
の皆様に改めて御礼申し上げる。
桜とりんごは引っ越しできないが、卒業

生たちがまたどこかで花を咲かせ、実をた
わわにつけ、周囲の人々を楽しませてくれ
ていることを願っている。
“Self-fulfilling prophecy”（自己達成的預言）

という言葉がある。学生がホテルに応募し
たいと言った時に、「大丈夫。あなたならきっ
となれる。」というと、本当は内心大丈夫か
な、と思っていても、本当に内定を取るこ
とができた。（1人ではない。）
東洋学園大学は小さいが、山椒のように

小粒でもピリリと辛い、存在感のある大学
になると願い、終わりの言葉とさせて頂く。
皆様、お世話になりまして、本当に有難う
ございました。

注

※�横山先生は FAO から帰国された。当時のニック

ネームは「イタリア娘」だった。

（グローバル・コミュニケーション学部）

てほしかった。
今、現在、選択科目の一部がオンライン
で開講されている。これは、いずれ将来、
卒業生が科目履修生として聴講したり、資
格取得のため、母校に戻って来たいと希望
した時には有効な手段になるのではないか
と考える。無論、通信教育の老舗の玉川学
園大学や近畿大学では夏休みに必ずスクー
リングを行っている。オンラインの受講と
レポート提出だけで英語の教職課程や日本
語教育等の資格付与は難しいだろう。どこ
かで対面の授業への出席も求めなければな
らないであろうと推測される。しかし、何
科目かの必修をまずオンラインで、という
のは可能かもしれない。

Ⅶ. さいごに
最後に未熟な若輩者を折にふれご指導下
さった多くの先生方、職員の皆様、特に、
何度か犯したミスをカバーして下さった職
員の皆様、愚痴を聞いて下さった同僚の皆
様、12時 43分の総武線に間に合うまで残っ
ていても通路の電気をつけておいて下さっ
た警備担当の方、荷物を持って移動するの
を心配し、エレベーターを押して下さった
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はじめに
私は 1987 年、29 歳のとき、東洋女子短
期大学の兼任講師として採用され、翌年に
専任講師にしていただきましたので、東洋
学園には 36 年間お世話になりました。　
2006 年３月末で東洋女子短大はクローズ
となりましたが、その最後まで短大の専任
でしたので、学園大に勤務した年数よりも、
短大に勤務した年数の方が 2年長い、とい
うことになります。短大においても、学園
大においても、教育、研究、学務の３分野
において、さまざまな失敗をしつつも、多
くの方に助けていただきながら、いろいろ
な学びを得て、今日まで勤めてこられたこ
と、心から感謝しております。この拙文に
おいては、教育と研究を中心に、私が最も
やりがいを感じたことを書かせていただき
たいと思います。

教育
東洋女子短大は「英語に強い」「就職に強
い」という枕詞をつけて呼ばれることが多
かったのですが、2年間という短い期間に集
中的に学ぶエネルギーを持った女子学生で
あふれており、人気の高い学校で、入試に
は 5000 名の受験生が集まりました。お茶
の水や四ツ谷の駿台予備校の校舎を借りて
入試を行い、私たち教員もそちらへ出向い
て監督業務をしておりました。
私は本郷の英語英文科の教員でしたので、

「英文講読」「イギリス文学史」などを教え
ておりました。　が、大学院時代にテレビ
のレポーターをしたことがきっかけでのめ
りこんでしまったネイティブ・アメリカン
研究のために、大学が休みとなればアメリ
カにでかけてフィールドワークをするとい
う打ち込みようで、ついには「ネイティブ・
アメリカン・セミナー」というゼミも担当
させていただくことになりました。
2000 年に、当時の学科長でいらした日高

佳先生のご支援をいただいて、児童英語教
育課程をスタートさせることになりました。
民間の児童英語教育に携わっていた黄金井
先生、イギリス児童文学ご専門の高橋先生、
英語音声学がご専門の土屋先生、発達心理
学がご専門の久富先生、流山のアメリカ人
講師であった佐野キム・マリー先生が私と
ともにチームを組んでくださって、学生の
みでなく、一般の方のための児童英語教育
講座も運営しました。
児童英語教育課程を始めたのは、短大の

応募者が年々減少していることを何とか食
い止めたいという思いと、学生たちからあ
がった「小さい子どもに英語を教えたい」
というリクエストの声に支えられてのこと
でした。しかしながら、女子学生が短大で
はなく四年制大学にシフトし始めたモメン
タムを止めることはできず、2002 年、本郷
と流山に一つずつあった学科が統合されて
「英語コミュニケーション学科」となり、定

東洋学園での36年間を振り返って

坂　本　　ひとみ
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育士試験にも合格しました。ＺさんもＵさ
んも実に努力家で、「児童英語教師になる」
という夢をかなえてくれたことを私は心か
ら嬉しく思っております。
「児童英語教育ゼミ」では男子学生も積極
的に学んでくれていましたが、その中の一
人、Ｓさんとの出会いも忘れがたいもので
した。それは、私がオープンキャンパスの
ミニ講義担当で、エコバッグをテーマとし
た英語授業を行ったときのことで、Ｓさん
は興味をもってくれ、リアクションペーパー
にもうれしい感想を書いてくれていました。
彼は、お父様が JICA のスタッフだった関係
で、14 歳から 16 歳までの 3年間、ブラジ
ルで過ごし、ポルトガル語も少しできまし
た。1年生で「児童英語教育入門」を履修し
てくれたときにも熱心に授業参加してくれ、
2年になったときには、「国際理解教育に興
味があるので先生のゼミに入ります」といっ
て私のゼミを選んでくれました。彼とは、
ブラジルのアマゾン熱帯雨林をテーマとし、
環境教育をめざした英語授業を小学校でや
れる力をつけることを目標に、ともに準備
をし、4年生の秋に、福島と東京の小学校
で彼がみごとに教師役を務めて子どもたち
をひきつける授業をしてくれたときは、大
変うれしい瞬間でした。　また、この成果
をまとめて、卒論発表会でもいい発表をし、
優秀賞を獲得することができました。彼の
卒業時、お父様から、「息子は先生のご指導
のおかげでとても伸びたと思います。」とい
うお言葉をいただいたのも光栄なことでし
た。
2018 年度から 2022 年度にかけての 5年

間、国際キャリアプログラム (ICP) の責任者
を務めましたが、こちらの学生たちも私に
とってはかかわりの深い人たちでした。こ

員も減らして流山を本拠地とし、本郷キャ
ンパスには 1992 年から流山でスタートし
ていた東洋学園大学の現代経営学部を置く
ことになったのです。
流山の東洋女子短大がクローズになる直
前に、Zさんという学生さんが入学してく
れ、入試のときの面接官が私だったのです
が、「児童英語教育を学びたいのです。」と
熱をこめて語ってくれたときのことは、今
も私の脳裏にくっきりと焼き付いておりま
す。彼女は、ESS にも入り、学園大学の ESS
部員と一緒に活動してくれました。卒業後
は、オーストラリアに 1年間、ワーキング
ホリデーででかけ、シドニーにある児童英
語教員養成所にも通って資格をとり、帰国
してからは大手の英語学校で採用が決まり、
4歳から高校生までを対象として英語を教え
ていました。子どもが好きだった彼女は自
分で勉強して保育士の資格もとり、保育園
での仕事も始めました。流山キャンパスの
近くで、私がいつも教育実習をさせていた
だいていたみやぞの保育園で児童英語教師
を募集したとき、彼女は、ほかの有名大学
出身の競争相手をおさえてみごとにその職
をゲットしてくれました。私が 2006 年に
学園大に移ったとき、児童英語教育課程も
学園大に引き継いでいただき、みやぞの保
育園にも引き続き伺っておりましたが、Zさ
んもタイミングが合うと実習に合流してく
れました。彼女が実に上手に子どもたちに
英語を教えていたことが印象的でした。
学園大学では「児童英語教育ゼミ」を持
たせていただき、こちらでももう一人、U
さんという人が英語を教える保育士になっ
てくれました。本郷キャンパス近郊の保育
園でアルバイトをするところからスタート
し、卒業後、そこで採用していただき、保
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カーとして参加してくれましたが、後輩た
ちのために、留学についてや就職について
大変的確なアドバイスをしてくれました。
1年生のときから彼女を指導してきた私に
とって、その成長した姿は実にうれしいも
のであり、教師冥利につきました。

研究
大学時代は、イギリス地域研究を主専攻、

英語教員資格取得を副専攻として学び、大
学院では英語英文学を専攻しました。東洋
女子短大に就職した最初のころは、ヴァー
ジニア・ウルフについての論文などを書い
ていましたが、大学院時代から始めたネイ
ティブ・アメリカン研究に次第に没頭する
ようになりました。もっともよく通ったの
は、アイダホにあるネスパース族の保留地
であり、ここの住人であるアメリカ先住民
たちとは長年の親交を持ちました。これが
私の異文化コミュニケーションへの興味の
発端です。アメリカの中にある異文化の人
たちと日本人である自分がどうかかわるか、
親しくなれたと思っても、超えられない溝
があることを認識し、悲しい思いをする瞬

こでは、Ｐさんについて書かせていただき
ます。彼女は、ICP の中で最初はそれほど英
語力が高い学生ではありませんでした。が、
ICP 留学に必要な英語スコアをしっかりとと
り、アメリカのノースアラバマ大学に 1年
間留学しました。私は現地視察に行かせて
いただいたのですが、彼女がアメリカ人学
生や教授とみごとにコミュニケーションを
とっている姿、授業でわからないところは
そういう人たちにとことん質問する熱心さ
を見て、実に頼もしく思ったものです。ふ
だんは大学寮で暮らしていましたが、この
大学ではホストファミリーを訪問するとい
うプログラムを提供していました。彼女は、
7人も子どものいるホストファミリーとすっ
かり仲良くなって信頼され、クリスマス休
暇にはそちらに泊めていただいて、日本食
を振る舞い、子どもたちの遊び相手をして
あげていました。卒業後は、コンサルティ
ング会社に就職し、1年目から、自ら希望し
てインド駐在となり、現地の人たちにまざっ
てばりばりと仕事をしています。2022 年 7
月に、ICP2 年生がインドの大学生とオンラ
インで交流をしたとき、彼女もゲストスピー

写真1　2022年7月　ICP2年生とインドの大学生の交流会の様子。　3段目左から2人目がPさん
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したが、最も大きな成果は、世界思想社か
ら 1997 年に出た『アメリカ研究とジェン
ダー』の中の一章「アメリカ先住民史にお
ける女性たち」です。実務能力の高い人た
ちは、部族政府の仕事に就き、保留地から
アメリカの大都会に出張で何度も出かけて
いき、立派な仕事をこなして家族を養って
います。彼らの伝統的な宗教と、新たに入っ
てきたキリスト教が彼らの心の中で融合し
ていると話してくれ、アメリカ先住民のサ
インランゲージを使った「主の祈り」を小
高い丘の上で私に見せてくれ、手ほどきし
てくれました。彼らの生きる姿とアメリカ
の大自然を、学生たちにもぜひ見せたいと
思い、東洋女子短大の学生と当時、兼任講
師をしていた一橋大学や東京大学の学生を
連れて、アイダホ・オレゴンを訪ねる旅も
数回行いました。短大の木内学長や土屋先
生も参加してくださった旅は特に忘れがた
いものであります。
2000 年から、子どものための英語教室

を自宅で開きながら、毎週末、児童英語教
育学会や諸々の研究会に出席しつつ学んで
いった児童英語教育は、私の次の専門分野
となりました。
自宅での子ども英語教室では、英語文化

圏の祝祭日をテーマとし、子どもたちに英
文法を教え込むことはせずに、歌や体を動
かす活動、ゲームなどを用いながら英語を
身につけていく教授法を用いていました。
それは、今まで大学生に授業をしてきた英
語教育とは全く異なり、日々の大学での英
語授業にも生かすことができるポイントを
いくつもみつけることができ、発想の転換
も迫られました。
流山市は、大学と近くの小学校が連携し

て教育にあたるという方針を打ち出し、本

間もたくさんありました。また、異文化の
人たちを理解するためには、その人たちの
歴史を知ることの重要性もつくづく感じ、
英語という言葉は、彼らにとっては、もと
もとの言語を奪われ、強制された言語であ
ることにも思い至りました。
こうした私の学びが、1989 年には、TBS
テレビの「新世界紀行」という番組のレポー
ターに起用されるということにつながり、
かつてはロデオの名人であった 60 歳の男
性ジェシーと、彼の孫息子で１２歳のフラ
ンクと 3人で、オレゴンからモンタナまで、
1877 年に彼らの先祖が合衆国軍と闘いなが
ら逃げた道のりを馬でたどるという 60日の
ロケに出かけることとなりました。
私がこのテレビ番組に出演したビデオク
リップは、東洋女子短大のオープンキャン
パスでも流してくださり、私は、「ネイティ
ブ・アメリカン・セミナー」を開かせてい
ただくことになったのです。
1993 年 9 月から半年のサバティカルを
いただき、渡米いたしました。アメリカ先
住民研究者である大学教授から個人教授を
受け、アイダホ以外の保留地をいくつも訪
れ、ネイティブ・アメリカンの人々にイン
タビューすることができました。当時の短
大の木内学長のご助言により、生後 7か月
の息子を連れての旅だったので、アメリカ
南西部のナバホ保留地を訪ねたときには、
やはり赤ん坊を育てている最中の女性と子
育ての仕方について話すこともできました。
私が子連れであったために、先住民の方た
ちも、より心を開いて話してくれたように
思います。
アメリカ先住民研究の内容については、
流山での公開講座で講演をさせていただい
たり、紀要論文をいくつか執筆したりしま



−46−

（Education for Sustainable Development : 持
続可能な開発のための教育）と称されるも
のへ発展していき、2015 年に国連が採択し
た SDGs（Sustainable Development Goals : 
持続可能な開発目標）が大きな牽引役となっ
て本学の教育にもおおいに取り入れられる
こととなりました。中学 3 年生用の New 
Horizon の裏表紙にも SDGs が大きくかかげ
られ、英語を学ぶ目的は、地球市民として、
多様な人々と協働しながら地球レベルの課
題を解決していくことだというメッセージ
が書かれています。この英語教育の考え方
は、今や大学英語教育学会 JACET において
も踏まえられており、本学の国際キャリア
プログラム（ICP）の教育方針にもつなが
るものとなっています。この考え方に基づ
いた英語教育を小学校や大学で実践してき
ましたので、それを発表するために、数多
くの海外の学会にも参加させていただきま
した。英語教育は人間教育であり、平和教
育であるという方向性が次第にメインスト
リームとなっていったことは、私の研究生
活において最もうれしいことであります。

おわりに
2012 年の夏、アイルランド政府から奨

学金をいただき、１カ月 University College 
Cork に留学させて頂きました。ヨーロッパ
の各国から来ている学生たちと同じクラス
で学んだことで、グローバルな視点の重要
性をさらに感じることができました。
学務としましては、東洋女子短大のとき

は長らくスピーチ・コンテスト委員長とし
て、フェニックス祭において開催する英語
スピーチ・コンテストの企画・運営、終了
後のニュースレター作成に携わりました。
年長者のスミス先生がいらしたのに私が委

学は、八木南小学校とパートナーを組みま
した。2004 年、この小学校から要請があり、
私は、先に述べた Zさんを始め、児童英語
教育を学んでいた数名の短大生を連れて、
小学校へ英語授業のお手伝いに伺うことに
なりました。学生たちを連れてこの小学校
で授業をさせていただくことは、学園大学
に私が移ってからも継続しておりました。
小学校での英語教育にかかわるようにな
り、それまで私がやっていた児童英語教育
ではものたりなくなっていたところへ、町
田淳子先生との出会いがありました。彼女
のホームページには、「楽しくて、かつ、深
い児童英語教育」という目標が書かれてお
り、国際理解教育をめざした英語教育とい
うものを知ることになりました。この先生
とともに 2006 年、「小学校テーマ別英語教
育研究会」（ＥＳＴＥＥＭ）を発足させ、毎
月 1回の研究会を欠かさず開いて、日本の
子どもたちにとって豊かで幸福につながる
英語の学びを実践研究してまいりました。
賛否の主張が分かれていた小学校への英
語教育導入でしたが、ついに 2011 年 4 月
より、週 1 回の「外国語活動」が高学年
で必修となり、2020 年 4 月からは、こ
の「外国語活動」が中学年におり、高学年
は教科としての「外国語」を週 2回学ぶこ
ととなりました。このため、検定教科書が
必要となり、私も東京書籍の New Horizon 
Elementary 1,2 の執筆委員に入れていただ
き、女性の編集長とともに、数えられない
くらいの会議を重ねました。東洋学園大学
の人文学部長でいらした浅野先生、脇山先
生が中学版の New Horizon に大きく貢献さ
れていましたので、その伝統を引き継げた
ことを大変誇りに思っております。
国際理解教育は、21 世紀に入って、ESD 
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を進めることがうまくできなかったことが
多々あり、お詫び申し上げます。
現在の思いとしましては、大先輩の女性

が 80歳を迎えて語られたお言葉「志いまだ
ならず。ただ助けられて歩むのみ」という
心境があたっています。いつまでたっても
未熟な自分に忸怩たる思いがいたしますが、
明日の自分は今日の自分よりもよい人間に
なれるよう努力することだけはやめずに前
へ進んでいきたいと思っております。皆様
への感謝を心に抱きながらこの拙文を閉じ
ることとさせていただきます。

（グローバル・コミュニケーション学部）

員長に任命されたときに彼がおっしゃった
「年齢などは関係ありません。最も適任な人
がやるのがいいのです。」というお言葉は、
今も私の心の中に響いております。2006年、
学園大に移ると同時に国際交流センター長
を仰せつかり、48歳であった私は全く自信
がなく、一度はお断りしようと思いました
が、原田先生に励ましていただき、お引き
受けしたことを記憶しております。　2011
年から 3 年間は、共用教研施設長。2014
年から 4 年間は英語教育開発センター長、
2018 年から定年まで国際キャリアプログ
ラム（ICP）の総括責任者をやらせて頂きま
した。学生のためにという気持ちだけが走
りすぎて、他部署と連携をとりながら仕事
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